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ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
深
め
る

体
・
希
望
郷
い
わ
て
大

会
実
行
委
員
会
が
協
賛

し
ま
し
た
。

親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る

施
設
に

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩

手
開
館
21
年
目
の
平
成

27
年
度
は
、
利
用
者
数

が
過
去
最
高
の
26
万
人

に
達
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
文
化
及
び
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
一
体
化

し
た
特
異
性
を
活
か
し

な
が
ら
、
時
代
に
マ
ッ

チ
し
た
講
座
や
教
室
を

開
催
す
る
な
ど
し
て
、

利
用
し
や
す
い
環
境
を

構
築
し
て
い
く
考
え
で

す
。

　

な
お
、 

平
成
30
年
度

ま
で
に
、
累
計
総
利
用

者
数
５
２
０
万
人
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
挨
拶
で
ラ
ン
ド
祭
実
行
委
員

会
の
根
子
忠
美
委
員
長
は
「
台
風
10

号
に
よ
る
豪
雨
災
害
で
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
方
の
ご
冥
福
と
、
被
災
地

の
復
旧
と
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
し
た
う
え
で
、「
沢
山
の
方
々
に

来
場
を
頂
き
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
世
代
を
超
え
て
交
流
し
て
頂
き

た
い
」
と
挨
拶
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
、
盛
岡
市

乙
部
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
公
益
社
団

法
人
日
本
補
助
犬
協
会
、
ア
カ
ペ
ラ

サ
ー
ク
ル
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
、
＊
は
な
お

と
＊
な
ど
が
出
演
し
、
演
奏
、
ダ
ン

ス
、
ラ
イ
ブ
な
ど
と
盛
り
沢
山
の
内

容
で
し
た
。

　

今
年
度
は
ラ
ン
ド
内
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
、
体
育
館
、
野
外
の
陸

上
競
技
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど

を
会
場
に
、
▽
ふ
れ
あ
い
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
▽
屋
台
ひ
ろ
ば
▽
い
わ

な
の
つ
か
み
ど
り
▽
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
＆
車
イ
ス

体
験
コ
ー

ナ
ー
▽
あ
そ

び
に
コ
ン
ビ

ニ
▽
希
望
郷

い
わ
て
大

会
・
卓
球
バ

レ
ー
体
験
な

ど
20
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

な
お
今
年

度
は
、
希
望

郷
い
わ
て
国

ら
、
県
民
に
親
し
ま
れ
、
地
域
か
ら

愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

20
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
「
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
祭
２
０
１
６
」

（
主
催
：
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
祭
実
行
委

員
会
・
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

は
、
９
月
４
日
の
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
、
延
べ
１
万
人
を
超
え
る
方
々
が

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
ふ

れ
あ
い
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

県
民
の
福
祉
交
流
施
設
ふ
れ
あ
い

ラ
ン
ド
岩
手
は
、
平
成
６
年
12
月
９

日
に
開
館
以
来
、
利
用
者
の
累
計
数

は
４
４
９
万
２
７
２
人
（
平
成
28
年

３
月
末
）
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
は
、
県
社

協
の
組
織
の
多
様
性
と
民
間
な
ら
で

は
の
強
さ
を
発
揮
し
な
が
ら
、
利
用

者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
意
見
・

提
言
を
積
極
的
に
受
け
止
め
、
か
つ

こ
れ
ま
で
の
運
営
経
験
と
実
績
、
蓄

積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
な
が

 福祉交流施設 

　福祉交流施設ふれあいランド岩手は、平成６年 12 月９に開館以来、利用者
の視点に立った事業展開でノーマライゼーション理念を浸透させながら、本県
の福祉交流拠点としての役割を果たしています。スポーツ施設はプール、体育
館、第１卓球場・第２卓球場、トレーニングルーム、陸上競技場、アーチェリー
場などを備えています。
　文化施設は会議室、研修室、ふれあいホール、創作室、陶芸室、音楽室、調
理実習室、こども広場などを備えています。

ふれあいランド岩手 利用者の推移

平
成
27
年
３
月
末

平
成
26
年
４
月
22
日

平
成
21
年
８
月
20
日

平
成
19
年
６
月
30
日

平
成
17
年
４
月
22
日

平
成
14
年
10
月
22
日

平
成
12
年
５
月
12
日

平
成
９
年
10
月
13
日

４
４
９
万
２
７
２
人

４
０
０
万
人

３
０
０
万
人

２
５
０
万
人

２
０
０
万
人

１
５
０
万
人

１
０
０
万
人

５
０
万
人
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福祉交流施設ふれあいランド岩手
ふれあいランド祭 2016

県民に親しまれ愛される施設に

　

第
69
回
岩
手
県
社
会
福
祉
大

会
が
８
月
26
日
に
盛
岡
市
民
文

化
ホ
ー
ル
﹇
マ
リ
オ
ス
﹈
で
開

催
（
主
催
：
岩
手
県
社
会
福
祉

協
議
会
・
岩
手
県
共
同
募
金

会
・
岩
手
県
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
）
さ
れ
、
社
会
福
祉

関
係
者
等
、
約
１
、４
０
０
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
物
故
社
会
福
祉

事
業
関
係
者
追
悼
の
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
た
後
、
永
年
の
功
績
を

称
え
、
２
７
９
名
、
31
団
体
、

３
組
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
「
人
を
動
か

岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
開
催

共
に
生
き
、
共
に
支
え
合
う

福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
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▼
▼
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岩
手
銀
行
労
働
組
合
（
鈴
木

拓
也
執
行
委
員
長
）
の
鈴
木
執

行
委
員
長
と
佐
々
木
書
記
長

は
、
７
月
28
日
（
火
）
に
岩
手

県
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
、

使
用
済
切
手
４
、５
７
５
グ
ラ

ム
分
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

使
用
済
切
手
は
日
本
社
会
福

祉
弘
済
会
を
通
じ
て
換
金
さ

れ
、
車
い
す
（
県
内
の
工
業
高

校
の
生
徒
・
大
学
生
ら
が
中
古

の
車
い
す
を
修
理
し
、
海
外
に

送
る
車
い
す
フ
レ
ン
ズ
の
活
動
）

の
輸
送
費
に
充
当
さ
れ
ま
す
。

　

岩
手
銀
行
労
働
組
合
は
、
２

０
０
３
年
度
か
ら
こ
の
活
動
を

支
援
し
て
お
り
、
使
用
済
切
手

等
の
寄
贈
は
今
回
で
15
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
10
台
の
車
い
す

が
タ
イ
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

に
送
ら
れ
ま
す
。

 TOPICS

し
、
地
域
を
変
え
る
」と
題
し
、

日
蓮
宗
本
證
山
妙
法
寺　

第
四

十
一
世
住
職
高
野
誠
鮮
氏
の
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
目

を
迎
え
た
中
で
、「
豊
か
な
福

祉
社
会
の
実
現
」
の
た
め
、
大

会
宣
言
で
は
、

　

一
、
被
災
者
や
、
制
度
の
は

ざ
ま
で
困
窮
す
る
人
々
が
抱
え

る
様
々
な
生
活
課
題
の
解
決
に

向
け
、
公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
援
助
な
ど
に
加
え
て
、
制

度
に
よ
ら
な
い
住
民
主
体
の
活

動
や
、
福
祉
に
関
わ
る
事
業
者

の
連
携
協
働
の
下
に
、
新
た
な

支
援
策
を
積
極
的
に
展
開
し
ま

す
。

　

一
、
福
祉
教
育
の
推
進
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
な
ど

を
通
じ
て
、
住
民
相
互
の
助
け

合
い
の
機
運
を
醸
成
し
、
災
害

に
も
備
え
た
安
全
安
心
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
促
進
し

ま
す
。

　

一
、
福
祉
・
介
護
人
材
の
養

成
・
確
保
を
進
め
る
と
と
も

に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

一
、福
祉
分
野
の
み
な
ら
ず
、

医
療
・
保
健
・
教
育
・
労
働
な

ど
、多
種
多
様
な
分
野
の
組
織
、

機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

強
化
し
、
よ
り
効
果
的
な
活
動

の
展
開
に
努
め
ま
す
。

　

一
、
社
会
福
祉
法
人
に
お
け

る
組
織
統
治
の
強
化
と
、
地
域

に
お
け
る
公
益
的
事
業
の
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。
以
上
を
採

択
し
て
、
閉
会
し
ま
し
た
。

桑
島
顧
問
県
勢
功
労
者
表
彰
受
賞

社
会
福
祉
の
増
進
や

被
災
者
の
生
活
再
建
な
ど
に
貢
献

　

平
成
28
年
度
県
勢
功
労
者
に
、
岩
手
県

社
会
福
祉
協
議
会
桑
島
博
顧
問
な
ど
４
名

が
決
定
し
、
５
月
25
日
、
知
事
公
館
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

達
増
知
事
か
ら
は
「
多
年
に
わ
た
り
県

勢
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
県
民
を
代
表
し

て
心
か
ら
感
謝
す
る
」
と
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

桑
島
顧
問
は
、
社
会
福
祉
の
増
進
や
、

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
被
災
者
の
生

活
再
建
な
ど
に
貢
献
さ
れ
、
県
勢
功
労
者

に
決
定
し
ま
し
た
。

鈴木執行委員長（左）と根子専務理事

﹇
寄
贈
﹈

岩
手
銀
行
労
働
組
合
使
用
済
切
手
を
寄
贈

皆様のご支援　ありがとうございました
　東日本大震災で被災地などのため、多くの企業・
団体・個人の方からご支援をいただき、深く感謝申
し上げます。（順不同 ・ 敬称略）
 ［6月1日～8月31日］

株式会社ブリッジ （3 件）151,932 円
静岡県社会福祉協議会
フェスタシズウェル実行委員会 （1件）  11,601 円

名郷根法育 （1件）   1,000 円
名郷根和博 （1件）   1,000 円
名郷根博明 （1件）   1,000 円
桑島　　博  （1件）100,000 円

岩手県社会福祉協議会
桑島　博 顧問

11


